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古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。
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　国は、自らの財政赤字を減らそうと、近年連続して地方交
付税を削減したうえ、今年度からは臨時財政対策債の枠の縮
減や国庫補助負担金のカットなど、「三位一体の改革」のもと
で、数年前までは予想もつかなかった規模での地方財政圧縮
が進められています。狛江市においても、普通交付税が前年
度比で平成１５年度４億１千万円減、１６年度３億７千万円減
と、連続して大幅な歳入削減が行われ、今年度はそれを補っ
てきた臨時財政対策債の発行枠の縮小も重なり、前年度比で
８億１千万円もの減額となることが、今年７月明らかになり
ました。さらに国庫補助負担金の削減も進んでいます。来年
度以降もこうした傾向は続くと予想されますが、すでに財政
調整基金の大部分を今年度の歳入不足分に充てざるを得ず、
現状のままでは新年度の予算編成そのものが困難になってい
ます。
　こうした新たな財政危機に対応せず手をこまねいていれば、
地方自治体としての「自治」が失われる財政再建団体になり
かねません。狛江市が、こうした道ではなく、自立した魅力
ある地方自治体として存続し、市民福祉向上の役割を十分果
たしていくためには、国による地方財政の大幅なカットとい
う事態を乗り越えていけるだけの財政基盤の確立が不可欠で
す。狛江市としては ､今後市民の皆様にこうした事態を率直
に説明し、また全庁挙げての意思統一を図り、市民 ､職員ぐ
るみでこうした危機を乗り越えていこうと、当面、国からの
交付金等の大幅な削減が続くこの数年間、歳入不足解消に向
けた集中的かつ効果的な対応を迅速に実施することにいたし
ました。
　狛江市としては、第１に、『組織のスリム化』について取り
組みます。まず、職員数の思い切った削減を図ります。今後、
５年間定年退職者等の不補充を実施し、総計１０５名の職員定
数（全職員の１８％）を削減し、それに見合う組織のあり方や
多様な雇用形態、あるいは施設管理、公共サービスの提供方
法などを検討し、簡素で効率的な職員体制にしていきます。
いままでの前例踏襲にとらわれない組織体制づくりを行いま
す。
　第２に、『事業のスリム化』です。各歳出の削減が求められ
ていますが、すべての事業や契約、計画が効果的、効率的な
ものになっているのか、無駄はないか、凍結や改廃を含め見
直しを行います。並行して、これからのまちづくりの重点事
項である「まちづくり総合プラン」の財政計画見直しや放課
後児童健全育成事業の将来像づくりも行います。外郭団体と
呼ばれている財政支援団体についても、狛江市と歩調を合わ
せた経営基盤の改革をお願いしていきます。

　第３に、『収支均衡型財政への転換』を進めます。「枠配当
方式による予算編成」など予算編成の手法の改革、先ほど述
べた事業のスリム化とともに、歳入の新たな確保や繰出金の
抑制、補助金、負担金、扶助費等についての見直しなど、地
方財政の削減が進む中でも、安定した財政運営を推進するた
め、収支均衡型財政への転換を図ります。補助金については、
あり方も含め第三者機関による見直しを行います。
　現在、各職場でこの３つについて具体化するための作業に
集中的に取り組んでいます。今後これらをもとに、行財政改
革推進本部での議論を経て、歳入不足額に見合うだけの財源
確保 ､歳出削減を前提に、１０月中旬を目途に緊急行動計画を
策定していきます。そこで定められた取組みについては、あ
らためて市民の皆様にお知らせし、ご意見を伺う場を設けな
がら、お力添えをお願いする所存です。
　もちろん、行政の支援を真に必要とする方々には、出来る
限りの配慮をすることとし、市長選挙での公約実現にも、創
意工夫をこらしながら全力を尽くしてまいります。それとと
もに、国の「三位一体の改革」から生まれたこの危機を乗り
越えて、狛江市が自立した都市として存続していくためには、
これまでの延長線上ではない抜本的改革が必須です。「組織の
スリム化」「事業のスリム化」「収支均衡型財政への転換」に
向けた行動計画の実行を、現局面の最優先課題と位置づけて
まいります。
　こうして、緊急行動計画をやり終えていれば ､今後、職員
の退職に合わせ人件費が大幅に減少するため、財源の確保が
できるようになり、新たな政策を展開しながら、魅力ある狛
江のまちづくりを推進することが出来るようになります。
　市民の皆様には、各方面でのご協力をお願いすることにな
ると思いますが、こうした現状や市の考え方をつぶさに理解
していただくために、１０月から市民説明会を開催してまいり
ます。また一定数お集まりいただければ、お求めに応じて職
員が説明に伺います。市民の皆様からも積極的にご提案等を
いただきながら、困難を突破し、２１世紀の狛江の進むべき道
をともに切り拓いていきたいと思います。
　市民が主人公の市政運営を進め、狛江の底力を発揮し、市
民福祉向上という地方自治体としての責務を果たすため、狛
江市も、私を先頭に、職員一同が一丸となって財政基盤の確
立に向けて取り組んでいきますので、市民の皆様のご理解と
ご協力を心からお願いするものです。　

○用語解説
〔地方交付税〕　国税のうち、所得税、法人税、酒税、消費税およ
びたばこ税のそれぞれ一定割合の額で、地方公共団体が等しくそ
の行うべき事務を遂行することができるよう、一定の基準により
国が交付する税
〔臨時財政対策債〕　平成１３年度から１８年度までの間に限り、地
方一般財源の不足に対処するため特別に認められるもので、民間
の借金にあたる。
〔三位一体の改革〕　所得税などの一部を地方へ税源移譲する、地
方に対する補助金の削減、地方交付税の抑制を一体で行うという
国の地方財政改革制度のこと。

�発行／東京都狛江市　�編集／総務部情報課　　　　　
〒２０１-８５８５　 狛江市和泉本町一丁目 1番５号 � （３４３０） １１１１
ホームページアドレス　http://www.city.komae.tokyo.jp 号９１８
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（２４増）３７,４７０世帯数

９月１日現在　推計（前月比）
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
平
成
９
・　

・　

年
度
の
３
回
に
わ
た
り
行

１２

１５

財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
の
簡
素
合

理
化
、
定
員
管
理
お
よ
び
職
員
給
与
の
適
正
化
な
ど
、
行
財
政
改
革
を

進
め
財
政
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
税
収
の
落
ち
込
み
や
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
地

方
交
付
金
等
の
急
激
な
削
減
に
直
面
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
財
政
運

営
や
行
革
の
水
準
で
は
予
算
編
成
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ
と
転
換
さ
せ
、
収
支
均
衡
型

の
行
財
政
運
営
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
基
盤

を
立
て
直
さ
ず
に
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
平
成　

年
度
に
は
赤
字

１７

団
体
と
な
り
、
平
成　

年
度
以
降
に
は
、
い
わ
ば
民
間
企
業
の
破
産
に

１９

相
当
す
る
「
財
政
再
建
団
体
」
に
転
落
し
て
し
ま
う
危
機
的
事
態
も
あ

り
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
長
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
８
月　

日
付
け
で

３１

「
緊
急
宣
言
」
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
は
も
と
よ
り
で
す
が
、
す
べ
て
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
現
状
を
お
知
ら
せ
し
、
共
通
の
認
識
に
立
っ
て
、
狛
江

市
の
将
来
に
つ
い
て
ご
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
「
狛
江
市
財
政
の
現
状
」「
狛
江
市
の
歳

出
構
造
」「
今
後
の
財
政
見
通
し
」「
緊
急
行
動
計
画
の
策
定
へ
」
を
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
財
政
課

　

平
成　

年
度
の
狛
江
市
決
算
で
は
、

１５

経
常
収
支
比
率
が　

・
７
％
と
な
っ

９８

て
い
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
が
１
０

０
％
を
超
え
る
こ
と
は
、
家
計
で
例

え
れ
ば
、
支
出
が
収
入
を
上
回
り
、

預
貯
金
等
を
取
り
崩
し
て
生
活
費
に

充
て
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
起

債
制
限
比
率
が　

・
１
％
（　

％
超

１３

２０

え
る
と
起
債
が
制
限
さ
れ
ま
す
）
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
財
政
指

標
は
多
摩
地
区　

市
中
、
高
い
数
値

２６

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
収
入
は
、
平
成
５
年
度
を

ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
後
、
国
が
実

施
し
た
税
制
改
革
や
恒
久
的
減
税
等

の
影
響
で
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
個
人
市
民
税
は
、
平
成

４
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
以
降
、
減
収
が
続
い
て
お

り
、
さ
ら
に
、
高
齢
化
に
伴
う
納
税

額
の
減
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
状
況

は
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
の
歳
入
の
根
幹

を
占
め
る
市
税
収
入
は
、
急
速
な
景

気
回
復
や
大
き
な
制
度
改
正
が
な
い

限
り
、
伸
び
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
う
え
、
地
方
財
政
制
度
改
革

の
影
響
に
よ
っ
て
、
市
の
財
政
環
境

は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
突
入
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。「
骨
太
方
針
２
０

０
３
」で
は
、「
三
位
一
体
の
改
革
」を

推
進
し
、
地
方
分
権
の
実
現
を
う

た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
「
改
革
」
は
、
平
成　

年
度
に
向

１６

け
た
予
算
編
成
に
お
い
て
、
地
方
交

付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
国
庫
補

助
負
担
金
の
廃
止
に
見
合
う
税
源
移

譲
が
な
さ
れ
な
い
な
ど
、
国
の
財
政

再
建
を
優
先
さ
せ
る
や
り
方
は
全
国

市
町
村
の
財
政
運
営
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
、
市
で
も
、
平
成　

年
度
は

１６

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を

合
わ
せ
た
額
は
前
年
度
比
８
億
１
千

万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
以
降
も
こ
の
よ
う
な

１７

状
況
が
続
け
ば
、
市
の
財
政
は
か
な

り
危
機
的
な
事
態
に
陥
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
市
に
お
け
る
歳

入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収
入
や
地
方

交
付
税
（
経
常
一
般
財
源
）
な
ど
が

急
激
に
減
少
し
、
歳
出
総
額
と
の
間

に
大
き
な
乖
離
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に

拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
基
金
等

を
投
入
し
て
財
源
対
策
を
講
じ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
決
算
を
見
て
も
、
財

１５

政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
お
よ
び
土

地
開
発
基
金
か
ら
あ
わ
せ
て
約
６
億

５
千
万
円
の
財
源
補
て
ん
を
し
て
お

り
、
こ
の
分
は
実
質
的
に
は
赤
字
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
度
の
地
方
交
付
税
削
減

１６

や
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
枠
縮
小

の
穴
埋
め
や
財
源
補
て
ん
を
す
る
た

め
に
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、

土
地
開
発
基
金
な
ら
び
に
そ
の
他
の

特
定
目
的
基
金
を
充
て
ま
し
た
の
で
、

基
金
が
底
を
つ
く
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
平
成　

年
度
の

１７

予
算
編
成
で
財
源
不
足
分
の
穴
埋
め

を
基
金
で
は
で
き
な
く
な
る
の
で
、

赤
字
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
構
造
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市

税

の

減

収
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行
財
政
改
革
推
進
本
部
の
主
導
で
、

「
選
択
と
集
中
」
を
基
本
と
し
て
、

第
３
次
行
財
政
改
革
の
う
ち
「
市
民

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
行
財
政
基
盤

の
確
立
」
と
「
狛
江
市
の
明
日
を
担

う
人
材
の
育
成
」
を
中
心
に
、
長
期

的
な
展
望
を
持
ち
な
が
ら
も
、　

月
１０

中
に
以
下
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
緊

急
行
動
計
画
を
策
定
・
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

数
年
間
の
こ
う
し
た
努
力
が
積
み

重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
固
た
る

行
政
基
盤
が
築
か
れ
、
新
た
な
市
民

生
活
の
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
き
ま
す
。

１　

組
織
の
ス
リ
ム
化　

官
民
の
役

割
分
担
を
見
直
す
な
ど
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
行
政
組
織
を
目
指
し
ま

す
。
緊
急
行
動
計
画
の
達
成
に
向
け
、

行
政
資
源
の
選
択
と
集
中
を
図
る
た

め
、
常
に
環
境
の
変
化
に
即
応
し
て
、

一
定
の
期
間
に
関
係
な
く
、
部
分
的
、

段
階
的
に
組
織
を
見
直
し
ま
す
。

�
当
面
の
退
職
者
不
補
充
（
今
後
５

年
間
、
退
職
者
不
補
充
で
通
算
１
０

５
人
の
職
員
を
削
減
）
�
多
様
な
雇

用
形
態
の
検
討
�
職
員
数
減
等
に
対

応
し
た
組
織
改
正
の
検
討
�
再
任
用

制
度
の
見
直
し
�
人
材
育
成
方
針
の

改
訂
�
保
育
園
の
公
設
民
営
化
等
の

具
体
的
な
検
討
�
指
定
管
理
者
制
度

の
具
体
的
な
検
討
�
公
共
サ
ー
ビ
ス

提
供
方
法
の
見
直
し

２　

事
業
の
ス
リ
ム
化　

聖
域
を
設

け
る
こ
と
な
く
、
全
面
的
に
事
業
の

統
廃
合
や
実
施
形
態
を
見
直
し
ま
す
。

�
事
業
の
凍
結
お
よ
び
改
廃
と
事
務

改
善
の
検
討
�
委
託
仕
様
の
見
直
し

�
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
等
の

将
来
像
の
検
討
�
ま
ち
づ
く
り
総
合

プ
ラ
ン
の
財
政
計
画
の
見
直
し
�
外

郭
団
体
へ
の
改
革
要
請
�
今
後
の
事

務
事
業
評
価
制
度
の
展
開
の
検
討

３　

収
支
均
衡
型
財
政
へ
の
転
換　

収
支
均
衡
型
の
財
政
構
造
を
目
指
す

た
め
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
構
造
を

見
直
し
ま
す
。

�
枠
配
当
予
算
編
成
の
実
施
�
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
等
財
務
指
標
の
作
成
�

補
助
費
等
の
見
直
し
�
扶
助
費
の
見

直
し
�
繰
出
金
の
見
直
し
�
歳
入
確

保
方
針
（
新
た
な
歳
入
の
確
保
、
受

益
者
負
担
の
見
直
し
）

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
長
と
語
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課
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市
税
収
入
な
ど
歳
入
に
増
収
を
期

待
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
水
準
ま
で
歳
出
を
削
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
収
支
の
均
衡

が
図
れ
ま
す
。
財
政
上
大
き
な
負
担

と
な
り
、
硬
直
化
の
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
主
に
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
三
つ
で
す
。

１　

人
件
費　

狛
江
市
の
歳
出
総
額

に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
、多
摩
地

区
の
他
市
と
比
較
す
る
と
高
い
方
に

あ
り
ま
す
。こ
れ
が
歳
出
構
造
の
硬
直

化
を
も
た
ら
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
、

こ
れ
ま
で
人
員
削
減
や
職
員
給
与
の

カ
ッ
ト
、
退
職
金
の
引
き
下
げ
等
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
給
与
体
系
の
見

直
し
な
ど
一
層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

２　

扶
助
費　

平
成
７
年
度
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
え
苑
の
開
設

か
ら
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
る

ま
で
は
、
老
人
福
祉
費
が
高
い
数
値

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

所
得
制
限
を
大
幅
に
緩
和
し
た
児
童

手
当
の
歳
出
増
に
よ
る
扶
助
費
の
増

加
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
費
は
、
特
に
近
年
、
長

引
く
不
況
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
受
給
者
が
急
速
に
増
加
し
て
、

平
成
３
年
度
で
４
億
６
千
万
円
だ
っ

た
生
活
保
護
費
は
、
平
成　

年
度
に

１４

は　

億
８
千
万
円
と
な
り
、
扶
助
費

１１
を
押
し
上
げ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
扶
助
費
の
多
く

は
、
法
律
に
よ
っ
て
費
用
の
負
担
割

合
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
削
減
に
は

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

３　

公
債
費　

市
債
発
行
額
は
、
平

成
５
年
度
は
前
年
度
の
約　

億
円
か

１４

ら
１
５
０
％
増
加
し
て
約　

億
円
と

３６

な
り
、
平
成
７
年
度
は
減
税
補
て
ん

債
の
発
行
も
あ
っ
て
、
約　

億
円
と

５４

い
う
多
額
の
発
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
公
共
事
業
の
集
中
的
な
実

施
に
よ
る
も
の
で
す
。
平
成
９
年
度

以
降
は
、
起
債
充
当
で
き
る
事
業
を

選
定
す
る
な
ど
し
抑
制
に
努
め
た
結

果
、
市
債
残
高
は
平
成　

年
度
を

１１

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
を
見
せ
は
じ
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
地
方
交
付
税

の
削
減
に
伴
う
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
が
、今
後
公
債
費
の
増
加
要
因
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

そ
の
他
経
費　

国
民
健
康
保
険

や
下
水
道
な
ど
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
も
年
々
増
加
し
、
平
成　

年
度
で

１４

は
平
成
２
年
度
比
で
約
２
倍
と
な
っ

て
お
り
、
市
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
平
成
４
年
ご
ろ
か

ら
多
摩
川
衛
生
組
合
（
新
炉
建
設
）

や
三
多
摩
広
域
処
分
組
合
（
第
二
処

分
場
建
設
）
へ
の
負
担
金
が
急
増
し
、

現
在
で
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　

物
件
費
は
、
管
理
経
費
の
増
な
ど

一
貫
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
こ

　

年
間
で
も
年
平
均
約
５
％
の
伸
び

１０を
示
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
ま
ま
の
財
政
運
営
を
続
け

て
い
け
ば
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成

１７

　

年
度
ま
で
収
支
不
足
が
発
生
す
る

２４こ
と
が
見
込
ま
れ
、
特
に
、
平
成　
１７

年
度
か
ら
４
年
間
は
、
経
常
一
般
財

源
で
毎
年
度　

億
円
を
超
え
る
不
足

１０

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
臨
時
一
般
財
源
の
不
足

も
見
込
ま
れ
、
そ
れ
を
追
加
す
る
と

不
足
額
の
さ
ら
な
る
増
大
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
収
支
不
足
に
対
し
、
こ

れ
ま
で
財
源
不
足
の
穴
埋
め
に
活
用

し
て
き
た
財
政
調
整
基
金
等
は
底
を

つ
く
た
め
、
収
支
不
足
の
解
消
に
は

使
え
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
平
成　
１７

年
度
以
降
に
は
、
巨
額
の
財
政
赤
字

が
累
積
し
、
平
成　

年
度
に
は
、「
財

１９

政
再
建
団
体
」
に
転
落
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

財
政
再
建
団
体
は
、「
財
政
再
建
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
総
務
大
臣
の
承
認
が
必
要
と
さ

れ
、
国
の
強
力
な
指
導
・
管
理
の
も

と
で
、
赤
字
額
の
計
画
的
な
解
消
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
再
建
団
体
に
転
落
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
企
業
に
例
え
て
言

え
ば
倒
産
、
会
社
更
生
法
適
用
の
事

態
で
あ
り
、
国
と
い
う
管
財
人
の
下

で
財
政
再
建
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
市
が
独
自
に
展
開
し
て

き
た
事
業
や
国
の
基
準
を
上
回
っ
て
提

供
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
は
原
則
と
し
て

見
直
し
さ
れ
、
国
の
負
担
基
準
を
市
の

判
断
で
軽
減
し
て
い
る
も
の
は
国
基
準

に
戻
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
政
運
営
全
般
が

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
市
の
自
主

的
・
自
立
的
な
行
財
政
運
営
に
大
き

な
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
り
、
市

民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
は
も
と
よ
り
、
実
質
的
な

地
方
自
治
の
放
棄
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
り
、
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

狛
江
市
が
自
立
し
た
魅
力
あ
る
都

市
と
し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

自
主
的
・
自
発
的
な
財
政
再
建
に

よ
っ
て
、
現
在
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
い
く
こ
と
が
最
良
の
選
択
だ
と
考

え
ま
す
。

■
市
長
と
語
る
会
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▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
８
時　

２６

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
５
時
か

３０

ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
民
健
康
保

１６

険
税（
第
３
期
分
）、介
護
保
険
料（
第

３
期
分
）
は
、
９
月　

日
�
ま
で
に

３０

納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

○乳
 

医
療
証
が　

月
１
日
か
ら
変
わ

１０

り
ま
す
。

　

新
し
い
○乳
 

医
療
証
が
交
付
さ
れ
る

方
は
、　

月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

１０

就
学
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い

る
方
で
、
平
成　

年
中
の
所
得
が
別

１５

表
の
所
得
基
準
額
以
下
の
方
で
す
。

　

ま
た
、　

月
１
日
か
ら
の
所
得
制

１０

限
の
撤
廃
は
、
現
行
の
４
歳
未
満
か

ら
５
歳
未
満
に
引
き
上
が
り
ま
す
。

　

新
し
い
○乳
 

医
療
証
は
、
９
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
未
加
入
の
方

お
よ
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

等
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
○乳
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
現
況
届
を

提
出
し
て
い
な
い
方
（
平
成　

年
４

１６

月
１
日
以
降
の
新
規
申
請
者
を
除

く
）、未
申
請
の
方
お
よ
び
年
齢
拡
大

に
よ
っ
て
新
規
に
対
象
と
な
る
方
で

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
等
は
、
申

請
を
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
の
交
付

に
な
り
ま
す
。

　
　

月
１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る

１０
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
○乳
 

医
療
証
と

健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関
の

窓
口
へ
提
出
く
だ
さ
い
。
現
在
お
持

ち
の
○乳
 

医
療
証
は
、
９
月　

日
で
使

３０

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
有
効

期
間
の
過
ぎ
た
○乳
 

医
療
証
は
保
険
年

金
課
医
療
助
成
係
へ
返
却
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕
�
乳
幼
児

の
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
�
印

鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）
�
平

成　

年
１
月
２
日
以
降
狛
江
市
に
転

１６
入
し
た
方
の
み
、
前
住
所
地
の
区
市

町
村
が
発
行
し
た
「
平
成　

年
度
住

１６

民
税
課
税
証
明
書
」（
総
所
得
額
、
控

除
額
、
扶
養
人
数
等
の
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

日
本
に
住
む　

歳
か
ら　

歳
ま
で

２０

６０

の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
高
齢
者
世
帯
の　

％
が
何

９７

ら
か
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、

生
活
の
中
で
国
民
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
後
の
生
活
を
支
え
る
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
最
低

　

年
以
上
の
保
険
料
納
付
済
期
間
等

２５が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
何
の
年
金
制
度
に
も
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
方
や
保
険
料
が

未
納
に
な
っ
て
い
る
方
、
ま
た
免
除

を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、　

歳
か

３４

ら
加
入
し
て　

歳
ま
で
保
険
料
を
納

６０

め
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
の
に
必
要
な
資
格
期
間
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

も
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、　

歳
以
上
の
方
で
も
、　

３５

６０

歳
か
ら
の
任
意
加
入
や
他
の
年
金
制

度
の
加
入
歴
な
ど
で
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
ま
た

は
府
中
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
２

（
３
６
１
）
１
０
１
１

　
　

月
１
日
�
か
ら
、
居
宅
に
お
い

１０
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方

が
優
先
的
に
入
所
で
き
る
よ
う
、
入

所
方
法
が
、
申
し
込
み
順
か
ら
、
状

況
を
点
数
に
し
て
順
番
を
決
め
る
方

法
に
変
わ
り
ま
す
。

　

入
所
希
望
者
は
各
施
設
へ
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
こ
ま
え
苑　

岩
戸
南
４
―　

―　
１７

１７

�
（
３
４
８
９
）
２
４
０
４

▽
こ
ま
え
正
吉
苑　

西
野
川
２
―　
２７

―　

�
（
５
４
３
８
）
０
５
５
５

２３
▽
桜
ヶ
丘
延
寿
ホ
ー
ム　

多
摩
市
連

光
寺
１
―
１
―
１
�
０
４
２
（
３
７

３
）
４
７
６
８

▽
い
な
ぎ
正
吉
苑　

稲
城
市
平
尾
１

１
２
７
―
１
�
０
４
２
（
３
３
１
）

２
０
０
１

○
い
な
ぎ
苑　

稲
城
市
百
村
２
５
５

�
０
４
２
（
３
７
９
）
５
５
０
０

○
み
や
ま
大
樹
の
苑　

八
王
子
市
美

山
町
１
４
６
３
�
０
４
２
６
（　

）
５１

０
１
６
１

○
第
二
万
寿
園　

東
村
山
市
富
士
見

町
２
―
１
―
２
�
０
４
２（
３
９
４
）

４
８
５
５

※
○
印
の
つ
い
た
施
設
は
、
経
管
栄

養
、
胃
ろ
う
の
方
も
対
応
可
能
な
施

設
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ
れ

戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た
方
々

（
慰
労
給
付
金
等
受
給
者
を
除
く
）に
、

そ
の
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。
請

求
用
紙（
高
齢
福
祉
課
で
配
布
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
平
成　

年
１７

３
月　

日
ま
で
に
請
求
く
だ
さ
い
。

３１

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
省
大
臣
官
房

管
理
室
業
務
担
当
�
（
５
２
５
３
）

５
１
８
２

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
か

３０

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
４
時　

２５

３０

分
ご
ろ
か
ら
（
市
民
参
加
と
市
民
協

働
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
）

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
６
時　

２１

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
後
１
時　

１０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１０

２１

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁

※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で
傍
聴

１５

可
。審
議
案
件
の
照
会
は
、都
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.m
etro

.tokyo.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
９
月　

日
�
（
必

３０

着
）
ま
で
に
〒
１
６
３
―
８
０
０
１

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
�

（
５
３
８
８
）
３
２
２
５
へ
。

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

○乳
 

医
療
証
が
新
し
く
な
り

ま
す
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歳
は
年
金
の
資
格
の
別

３４れ
道
で
す

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
皆
さ
ん
へ

 ■所得制限基準額表
（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１. 雑損（確定申告で認められた額）
２. 医療費（確定申告で認められた額）
３. 小規模企業共済等掛金（掛金相当額）
４. 障害者（２７万円）
５. 老年者（５０万円）
６. 寡婦（夫）（２７万円）
７. 勤労学生（２７万円）
８. 特別障害者（４７万円）
９. 特別寡婦（３０万円）

所得制限基準額扶養者の数

４,６８０,０００円０人

５,０６０,０００円１人

５,４４０,０００円２人

５,８２０,０００円３人

６,２００,０００円４人

※以降、１人増すごと３８万円加算

　

４
月
に
狛
江
調
布
保
健
所
が
多
摩

府
中
保
健
所
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
手
続
き
等
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
、　

月
１
日
�
か
ら
次

１０

の
事
業
は
市
役
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
低
体
重
児

の
届
け
出
と
未
熟
児
訪
問
指
導
）

　

体
重
が
２
�
５
０
０
�
未
満
の
乳

児
（
保
護
者
が
届
け
出
）
宅
に
保
健

師
等
専
門
職
員
が
訪
問
し
て
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

▽
未
熟
児
の
養
育
医
療

　

未
熟
児
（
出
生
時
体
重
２
� 
０
０

０
�
以
下
、ま
た
は
そ
れ
以
外
で
生
活

力
が
特
に
弱
く
一
定
の
症
状
を
示
す

乳
児
）
が
指
定
医
療
機
関
で
受
け
た

入
院
医
療
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
（
各
種
医
療
保
険
等
を
先
に
適

用
。
世
帯
の
収
入
に
よ
り
自
己
負
担

あ
り
） 。

▽
身
体
障
害
児
の
育
成
医
療

　

満　

歳
未
満
で
肢
体
不
自
由
・
視

１８

覚
障
害
・
心
臓
障
害
等
の
機
能
障
害

の
あ
る
方
で
、
手
術
等
に
よ
り
障
害

の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
方
が
指
定
医

療
機
関
で
治
療
を
行
っ
た
場
合
、
そ

の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す（
各
種
医

療
保
険
等
を
先
に
適
用
。世
帯
員
の

総
所
得
額
に
よ
り
自
己
負
担
あ
り
） 。

▽
小
児
慢
性
疾
患
医
療
費
助
成

　

満　

歳
未
満
で
、
小
児
慢
性
疾
患

１８

対
象
疾
病
に
り
患
し
て
い
る
方
（
満

　

歳
以
降
も
、
継
続
し
て
更
新
手
続

１８き
を
行
っ
た
場
合
、　

歳
ま
で
延
長

２０

可
能
）
に
当
該
疾
病
の
治
療
に
か
か

る
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
（
各
種
医

療
保
険
等
を
先
に
適
用
。
例
外
を
除

き
自
己
負
担
な
し
） 。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

■
大
気
汚
染
健
康
障
害
者
医
療
費
助

成（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
）

�
東
京
都
の
区
域
内
に
引
き
続
き
１

年
以
上
（
３
歳
に
満
た
な
い
方
は
６

カ
月
以
上
）
住
所
を
有
す
る　

歳
未

１８

満
の
方
�
現
に
慢
性
気
管
支
炎
、
気

管
支
ぜ
ん
息
、
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
、

肺
気
腫
か
、
こ
れ
ら
の
続
発
症
に
り

患
し
て
い
る
方
�
健
康
保
険
に
加
入

し
、
他
の
医
療
給
付
制
度
（
生
活
保

護
等
）
を
受
け
て
い
な
い
方

　

医
療
費
を
助
成
し
ま
す （
各
種
医
療

保
険
等
を
先
に
適
用
。 入
院
時
食
事
療

養
費
を
除
く
自
己
負
担
額
を
助
成
） 。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

■
原
子
爆
弾
被
爆
者
援
護

▽
被
爆
者
（
被
爆
者
健
康
手
帳
を
お

持
ち
の
方
）
�
健
康
診
断
�
医
療
の

給
付
�
手
当
等
の
支
給
�
福
祉
事
業

▽
被
爆
者
の
子
（
健
康
診
断
受
診
票

を
お
持
ち
の
方
）
�
健
康
診
断
�
医

療
費
の
助
成
（
一
定
の
疾
病
に
か
か

り
、
６
カ
月
以
上
の
医
療
を
必
要
と

す
る
時
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

■
難
病
医
療
費
等
の
助
成
（
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
）

�
指
定
難
病
の
方
�
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
�
健
康
保
険
に
加
入

し
、
他
の
医
療
給
付
制
度
（
生
活
保

護
等
）
を
受
け
て
い
な
い
方
�
医
療

費
助
成
の
認
定
基
準
を
満
た
し
た
方

　

医
療
費
を
助
成
し
ま
す
（
各
種
医

療
保
険
等
を
先
に
適
用
。
自
己
負
担

が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
） 。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�

�
第　

回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
委

１１

員
会

�
第
４
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
策
定
委
員
会

�
第
６
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
市
民
協
議
会

�
第
１
６
６
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

�
第
４
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会
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天
然
記
念
物
淡
水
ク
ラ
ゲ

　

昭
和　

年
８
月
末
、
現
狛
江
高
校

２１

玄
関
付
近
に
あ
っ
た
砂
利
穴
か
ら
淡

水
ク
ラ
ゲ
が
見
つ
か
っ
た
。

　

直
径
約　

ミ
リ
、
白
く
透
き
通
っ

１５

た
淡
水
ク
ラ
ゲ
は
、
日
本
で
は
大
正

時
代
に
三
重
県
津
市
で
発
見
さ
れ
、

ま
も
な
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
か
ら

し
ば
ら
く
ぶ
り
の
発
見
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
時
に
発
見
さ
れ
た
淡

水
ク
ラ
ゲ
は
、
以
前
発
見
さ
れ
た
イ

セ
ア
ナ
で
は
な
く
、
別
の
種
類
の
ソ

エ
ル
ビ
ー
だ
っ
た
。

　

ソ
エ
ル
ビ
ー
は
中
国
大
陸
や
北
米

ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
流
域
な
ど
に
生
息
す

る
も
の
で
、
そ
れ
が
な
ぜ
狛
江
で
発

見
さ
れ
た
の
か
不
思
議
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
淡
水
ク
ラ
ゲ
は
日
本
各

地
で
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
狛

江
周
辺
で
も
、
昭
和　

年
に
、
東
京

３４

重
機
工
業
の
円
形
防
火
用
水
と
、
世

田
谷
区
大
蔵
町
の
新
東
宝
映
画
撮
影

所
の
セ
ッ
ト
用
プ
ー
ル
で
も
発
見
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
中
国
か
ら
の
復
員
者
が

ポ
リ
プ
を
衣
服
に
つ
け
て
持
っ
て
き

た
の
か
、
進
駐
軍
が
駐
留
地
に
荷
物

を
運
び
込
む
と
き
に
被
せ
て
き
た

シ
ー
ト
に
つ
い
て
い
た
胞
子
が
飛
び

散
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
が
識

者
の
間
で
し
き
り
だ
っ
た
。

　

狛
江
の
淡
水
ク
ラ
ゲ
は
そ
の
後
数

年
間
毎
年
発
生
し
て
い
た
の
で
、
し

ば
ら
く
ぶ
り
の
発
見
と
珍
し
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
昭
和　

年
６
月
に
国
の

２６

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
し
か

し
指
定
３
年
後
に
は
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
砂
利
穴
の
周
囲
に
は
た

く
さ
ん
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
て
町
民

に
開
放
さ
れ
た
。
だ
か
ら
人
々
は
そ

こ
を
バ
ラ
園
と
呼
び
、
よ
い
香
り
が

漂
う
な
か
散
策
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

昭
和　

年
代
に
入
っ
て
も
淡
水
ク

４０

ラ
ゲ
は
再
び
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
昭
和　

年　

月
に
、
国
は
天

４４

１２

然
記
念
物
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
前
月
、
３
人
の
中

学
生
が
、
砂
利
穴
に
隣
接
す
る
東
京

都
水
道
局
用
地
内
の
池
で
た
く
さ
ん

の
淡
水
ク
ラ
ゲ
を
発
見
し
、
中
学
校

の
先
生
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
間
違
い

な
く
淡
水
ク
ラ
ゲ
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

し
か
し
時
す
で
に
遅
く
、
前
年
に

東
京
都
水
道
局
狛
江
浄
水
場
が
廃
止

さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
池
を
埋
め

立
て
て
水
道
資
材
置
場
に
す
る
工
事

を
始
め
て
い
た
。

　

そ
の
時
、
砂
利
穴
に
は
生
息
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
指
定
解
除
は
や

む
を
得
な
い
に
し
て
も
、
隣
に
あ
る

新
た
に
発
見
さ
れ
た
池
を
指
定
し
て

く
れ
な
い
か
と
お
願
い
し
て
み
た
が
、

淡
水
ク
ラ
ゲ
は
方
々
で
見
つ
か
っ
て

い
る
か
ら
い
ま
さ
ら
指
定
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
指
定
は
見
送
ら
れ
、

池
は
完
全
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
水
道

資
材
置
場
に
な
っ
た
。

　

一
方
最
初
に
発
見
さ
れ
た
砂
利
穴

の
方
も
再
び
淡
水
ク
ラ
ゲ
の
姿
を
見

る
こ
と
も
な
く
、
昭
和　

年
に
は
都

４７

立
狛
江
高
校
建
設
用
地
と
し
て
埋
め

立
て
ら
れ
、
バ
ラ
園
と
と
も
に
市
民

の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
古
い
地
図
を
見
る
と
、
淡

水
ク
ラ
ゲ
発
生
池
の
文
字
が
い
ま
な

お
そ
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１２８－
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今
年
５
月
に
裁
判
員
制
度
に
関

す
る
法
律
が
成
立
し
、
公
布
の
日

（
５
月　

日
）
か
ら
５
年
以
内
に

２８

施
行
さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
刑
事
裁
判
に

お
い
て
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う

か
、
有
罪
の
場
合
に
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
か
を
、
国
民
の
皆
さ
ん

が
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
る
制
度

で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
裁
判

が
身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と

な
り
、
司
法
に
対
す
る
信
頼
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.cou
rt

s.go.jp/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
地
方
裁
判

所
�
（
３
５
８
１
）
５
４
１
１

�

�

�

�

�

�

�

�
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東
京
の
島
で
宿
泊
し
、
団
体
や

家
族
で
体
験
活
動
を
す
る
観
光
客

に
、
活
動
費
用
と
宿
泊
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光

客
に
対
し
、
宿
泊
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
体
験
団
体（
家
族
）活
動

助
成
は
、
５
�
０
０
０
人
に
達
し

た
時
点
、宿
泊
助
成
は
、２
万
７
�

０
０
０
人
に
達
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
の
で
、
了
承
く
だ
さ
い
。

〔
助
成
対
象
要
件
〕
▽
体
験
団
体

（
家
族
）
活
動　

都
内
在
住
者（
在

勤
、
在
学
者
を
含
む
）
で
、
５
人

以
上
の
団
体
ま
た
は
家
族
▽
宿
泊

観
光
客
〔
助
成
期
間
〕
平
成　

年
１７

１
月　

日
ま
で
〔
助
成
金
額
〕
▽

３１

体
験
団
体
（
家
族
）
活
動　

１
人

１
島
２
�
０
０
０
円
▽
宿
泊　

１

人
１
旅
行
１
島
１
泊
３
�
０
０
０

円
〔
申
込
方
法
〕
来
島
を
希
望
す

る
観
光
協
会
等
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
〔
利
用
方
法
〕
来
島

し
た
と
き
に
観
光
協
会
ま
た
は
村

役
場
で
助
成
券
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
活
動
先
や
宿
泊
先
で

清
算
時
に
助
成
券
を
提
出
し
、
助

成
金
額
を
控
除
し
た
料
金
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
〔
申
し
込
み
〕
大

島
観
光
協
会
�
０
４
９
９
２（
２
）

２
１
７
７
、
新
島
観
光
協
会
�
０

４
９
９
２
（
５
）
０
０
４
８
、
式

根
島
観
光
協
会
�
０
４
９
９
２

（
７
）
０
１
７
０
、
神
津
島
観
光

協
会
�
０
４
９
９
２
（
８
）
０
３

２
１
、
八
丈
島
観
光
協
会
�
０
４

９
９
６
（
２
）
１
３
７
７
、
小
笠

原
村
観
光
協
会
�
０
４
９
９
８

（
２
）
２
５
８
７
、
母
島
観
光
協

会
�
０
４
９
９
８
（
３
）
２
３
０

０
、
利
島
村
役
場
�
０
４
９
９
２

（
９
）
０
０
１
１
、
御
蔵
島
村
役

場
�
０
４
９
９
４
（
８
）
２
１
２

１
、
青
ヶ
島
村
役
場
�
０
４
９
９

６
（
９
）
０
１
１
１

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
市
区
町

村
伊
豆
諸
島
支
援
事
業
実
施
事
務

局
�
０
４
２
（
３
８
４
）
８
０
４

１
（h

ttp://w
w
w
.tokyo-atv

.gr.jp/islands.h
tm

）
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�
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〔
日
時
〕　

月
４
日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
３
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕　

月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

１４

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の

こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ

ん
の
身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
）。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時　

２９

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
お
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

５
〜
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
に
つ
い
て
の
話
と

離
乳
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。
民
生

委
員
の
協
力
で
、
受
講
中
は
赤
ち
ゃ

ん
を
お
預
か
り
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
受
付
時
間
午

１０

後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分
終

２０

３０

了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
３
時
〜

２９

４
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

３０

ン
タ
ー
〔
講
師
〕
飯
野
年
男
さ
ん

（
慈
恵
第
三
病
院
外
科
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１５

�
か
ら
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１

１
８
１
へ
。

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日
・　

１９

２０

２３

日
・　

日
２６

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

■
３
歳
児
健
康
診
査

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

■
講
演
会
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
お

尻
の
話
―
血
便
を
伴
う
病
気
（
痔
・

大
腸
が
ん
・
大
腸
ポ
リ
ー
プ
）
」

■
育
児
相
談

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
育
児
学
級



〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時　

２５

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
内
容
〕
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・

意
見
交
換

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

　

市
内
公
園
内
の
落
ち
葉
、
せ
ん
定

枝
チ
ッ
プ
等
を
利
用
し
て
作
っ
た
腐

葉
土
の
無
償
配
布
を
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２４

午
後
４
時
〔
会
場
〕
西
河
原
公
園
※

腐
葉
土
を
入
れ
る
袋
と
袋
詰
め
は
各

自
、
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

車
で
の
来
園
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時　

２２

１５

分
〜
正
午
〔
内
容
〕
授
業
見
学
、
学

校
概
要
説
明

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
立
府
中
朝
日
養

護
学
校
�
０
４
２
（
３
３
５
）
６
１

１
１

〔
日
時
〕　

月
３
日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

午
後
４
時
〔
会
場
〕
東
京
厚
生
年
金

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ピ
ア
多

摩〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

司
法
書
士
会
多
摩
支
会
�
０
４
２

（
５
２
７
）
１
９
１
９
（
月
〜
金
曜

日
の
午
前　

時
〜
午
後
２
時
）
へ
。

１０

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
３
時　

２５

３０

分
受
け
付
け
、
４
時
開
講
、
６
時
ま

で
〔
会
場
〕
泉
龍
寺
別
院
〔
内
容
〕

「
洋
蘭
」
の
歴
史
、
文
化
、
楽
し
み

方
を
エ
ッ
セ
ー
風
に
紹
介
、
身
近
で

楽
し
む
育
て
方
の
極
意
な
ど〔
講
師
〕

大
場
良
一
さ
ん
〔
参
加
費
〕
３
０
０

円
（
予
約
不
要
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
の
ま
ち
を
考

え
る
会
・
稲
田
�
（
３
４
８
０
）
７

８
１
５

〔
日
時
〕　

月
５
日
�
正
午
か
ら〔
会

１０

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
か

２６

１０

ら
※
準
備
の
た
め
、　

日
�
は
正
午

２５

か
ら
休
館
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

▽
椎
名
誠
さ
ん
（
作
家
）
の
記
念
講

演
ほ
か　
〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
後

１０

１
時
か
ら
〔
会
場
〕
東
京
農
業
大
学

▽
都
市
河
川
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る

旅
・
多
摩
川
河
口
巡
り
な
ど
の
体
験

型
イ
ベ
ン
ト　
〔
日
時
〕３
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
〔
コ
ー
ス
〕
多
摩

川
河
口
等
３
コ
ー
ス
〔
定
員
〕　

〜
２０

　

人
※
昼
食
持
参
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２５初
日
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
全
国
源
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
中
村
�
０
４
２
８
（　

）
８７

７
０
５
５

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
け
付
け
〕
店
舗
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
�
・

１６

　

日
�
（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切

１７り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
後
零
時　

１０

３０

分
開
場
、
１
時　

分
開
演
〔
会
場
〕

３０

エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル〔
チ
ケ
ッ
ト
〕１
�

０
０
０
円
※
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
森
の
う
た
�
（
３
４
８
９
）
０
６

２
８
に
て
販
売

〔
問
い
合
わ
せ
〕
宇
賀
神
�
０
９
０

（
７
２
７
２
）
９
７
８
６

〔
日
時
〕　

月
３
日
�
午
前　

時
〜

１０

１１

午
後
４
時　

分
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ

３０

ホ
ー
ル〔
内
容
〕新
舞
踊
・
日
本
舞
踊
・

民
謡
舞
踊
等
の
発
表
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
舞
踊
連
盟
・

海
野
�
（
３
４
８
９
）
４
６
３
３

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
開

２６

１０

場
・　

時　

分
開
演
〔
会
場
〕
エ
コ

１０

３０

ル
マ
ホ
ー
ル
〔
内
容
〕
民
謡
・
舞
踊
・

小
唄
・
端
唄
・
囃
子
・
筝
曲
・
詩
吟

な
ど　

団
体
に
よ
る
発
表
会

１５

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
邦
楽
連
盟
・

西
牧
�
（
３
４
８
９
）
８
６
７
３

〔
登
録
期
間
〕　

〜
３
月
〔
利
用
日
・

１０

対
象
〕
�
月
・
火
曜
日
午
前
、
高
齢

者
（　

歳
以
上
）
�
木
曜
日
午
前
、

６５

機
能
訓
練
・
障
害
者
個
人
（
難
病
者

含
む
）〔
定
員
〕
介
護
者
を
含
め
各　
７０

人〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
日
、

１５

２７

祝
日
を
除
く
）
に
社
会
福
祉
課
ま
た

は
社
会
福
祉
協
議
会
�（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
へ
。

　

平
成　

年
１
月　

日
�
に
行
う
成

１７

１０

人
式
の
企
画
・
立
案
か
ら
実
施
ま
で

を
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
平
成　

年
度
新
成
人
（
昭

１６

和　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日

５９

６０

生
ま
れ
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

教
育
課
へ
。

〔
対
象
〕
一
人
暮
ら
し
、
日
中
独
居
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す

る
高
齢
者
で
自
力
ま
た
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り

会
食
会
に
参
加
で
き
る
方
（
１
人
に

つ
き
１
会
場
ま
で
）〔
自
己
負
担
金
〕

１
回
５
０
０
円
〔
申
込
期
間
〕
９
月

　

日
�
〜　

日
�

１５

２２

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
電
話

で
各
グ
ル
ー
プ
担
当
者
へ
。

広報こまえ　平成１６年（２００４年）９月１５日　�

■
腐
葉
土
の
無
償
配
布

お
知
ら
せ�

■
都
立
府
中
朝
日
養
護
学
校
「
学
校

公
開
」

■
司
法
書
士
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金
等
無
料
相
談
会

■
第　

回
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
塾
市
民
講
座

３９

「
洋
蘭
お
も
し
ろ
セ
ミ
ナ
ー
」

　市内では原始・古代の集落跡
が数多く見つかっていますが、
中世以降のムラの様子はよく分
かっていません。　
　古代までの住居は地面を大き
く掘り窪め床とする竪穴住居が
主体であるのに対して、中世以
降は柱の穴だけを掘り込む掘立
柱建物が主体となるため、発掘
調査では建物の痕跡が見つかり
難くなることが大きな原因です。
　しかし、市内の発掘調査では
中世に残されたと考えられる溝、
墓跡などが見つかることがあり
ます。

　田中・寺前
遺跡では大規
模な溝、井戸、
竪穴状遺構の
ほか土坑や地
下式坑など墓
跡と考えられ
る掘り込みが
見つかっています（写真）。出土
した陶磁器や銭貨から、中世末
頃にこの地に何らかの屋敷が存
在したようです。
　また、当時の墓跡である地下
式坑は市内各所の発掘調査で見
つかっており、具体的なムラの
姿を復元することは困難ですが、
当時の土地利用の広がりを示す
資料は次第に増えつつあります。
〔問い合わせ〕社会教育課

�������

　

在
宅
で
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
車
い
す
、
介
護
ベ
ッ
ド
、

歩
行
器
な
ど
の
福
祉
用
具
の
貸
与

（
レ
ン
タ
ル
）
を
費
用
の
１
割
負

担
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
と
お
し
て
貸

与
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
腰
掛
け
便
座
、
入
浴
補

助
用
具
な
ど
衛
生
上
貸
与
に
適
さ

な
い
と
さ
れ
る
福
祉
用
具
に
つ
い

て
は
購
入
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

直
接
販
売
店
で
購
入
し
、
領
収
証

と
カ
タ
ロ
グ
を
持
っ
て
市
役
所
に

申
請
す
る
と
、
９
割
分
が
戻
っ
て

き
ま
す
。
同
一
年
度
で
は
合
計　
１０

万
円
が
限
度
で
あ
り
、
同
種
類
の

も
の
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。
購
入

す
る
前
に
市
役
所
に
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
を
使
っ
て
手

す
り
の
取
り
付
け
、
段
差
解
消
、

引
き
扉
へ
の
取
り
替
え
、
洋
式
便

器
へ
の

取
り
替

え
な
ど

の
住
宅

改
修
工

事
を
す

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
１
人
に
つ
き　

万
２０

円
が
限
度
で
あ
り
、
９
割
分
を
介

護
保
険
で
負
担
し
ま
す
。
希
望
す

る
際
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た

は
市
役
所
に
相
談
を
し
、
手
続
き

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������	�
������

■
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

■
若
葉
会
会
食
会

■
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
発
表

会

催
　
し�

�

■
第
５
回
全
国
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■岩戸地域センター利用者発表会

内　 容会　場

コーヒー・紅茶・お菓子・軽食２階会議室
（喫茶コーナー）

書道・絵画・手芸染色・岩戸町会環
境衛生部（作品展示）

山野草・フラワーアレンジメント・
木目込人形・折り紙の会

図書室 
（作品展示）

祭りばやし・舞踊・カラオケ・着
付・手品・演劇・民謡地下会議室

野菜・花・野草会の即売会屋外

■
こ
ま
え
楽
市

■
狛
江
と
も
し
び
音
楽
隊
高
齢
者
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ウ
「
想

い
出
の
昭
和
」

■
第　

回
狛
江
市
舞
踊
大
会

１５

■
第　

回
邦
楽
の
集
い

２９

■
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
個

人
開
放
・
利
用
登
録
者

■
成
人
式
企
画
実
行
委
員

募
　
集�

�

■会食会日程

問い合わせ募集人員曜　日会　場

ときの会・松本
�（３４８０）０３４６

若干名第４火曜日中央公民館

エプロン会・野本
�（３４８９）５２８７

若干名第２金曜日あいとぴあ
セ ン タ ー

グループ・アイ・増尾
�（３４８０）９５５２

１０人程度第２金曜日南 部 地 域
セ ン タ ー

■
会
食
会
の
参
加
者
（
新
規　

〜
３

１０

月
）

たてあな

ばしら

ほったて



　

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
予
約
し
た

方
で
、
不
要
の
場
合
は
速
や
か
に

キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
時
〕　

月　

日
�
〔
会
場
〕
相

１０

２８

模
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
〔
対
象
〕

市
内
在
住
・
在
勤
者
〔
定
員
〕
１
６

０
人
〔
競
技
方
法
〕　

ホ
ー
ル
ス
ト

１８

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
（
新
ペ
リ
ア
方
式
）

〔
参
加
費
〕
４
�
０
０
０
円
（
賞
品
、

パ
ー
テ
ィ
ー
代
）
※
現
地
集
合
解
散

〔
問
い
合
わ
せ
〕
飯
田
�
（
３
４
８

９
）
８
２
０
５
（
夜
間
）

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
か

２６

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
成
川
�
（
３
４
８

９
）
４
８
７
７

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
受

１０

１７

け
付
け
、
９
時　

分
開
始
〔
会
場
〕

３０

市
民
総
合
体
育
館
〔
種
目
〕
男
女
ダ

ブ
ル
ス
、１
〜
３
部
、
壮
年
の
部
（　
４５

歳
以
上
）〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
、
ま
た
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
登
録
会
員〔
参
加
費
〕１
ペ
ア
２
�

０
０
０
円
（
会
員
１
�
０
０
０
円
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
ま
で
に
申
込
用
紙
を
〒
２
０
１
―

０
０
０
３
和
泉
本
町
３
―　

―
５
・

１３

押
見
�
（
３
４
８
９
）
２
０
３
０
へ
。

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
午
前
９
時
か

１１

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
〔
参
加
費
〕

一
般
５
�
０
０
０
円
、
中
学
・
高
校

生
３
�
０
０
０
円
〔
競
技
内
容
〕
男

女
６
人
制
〔
抽
選
日
〕　

月　

日
�

１０

３０

午
後
７
時
か
ら
市
民
総
合
体
育
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１０

　

日
�
ま
で
に
谷
田
部
�
（
３
４
８

２９９
）
１
８
５
５
（
午
後
７
時
以
降
）

へ
。

〔
日
時
〕　

月
１０

　

日
�
午
前
９

１０時
か
ら〔
会
場
〕

市
民
総
合
体
育

館
ほ
か
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
〔
参
加

費
〕
一
般
５
�
０
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
３
�
０
０
０
円
、小
学
生
２
�
０

０
０
円
〔
競
技
内
容
〕
男
女
別
９
人

制
、
小
学
生
６
人
制
（
男
女
混
合
可
）

〔
抽
選
日
〕
２
日
�
午
後
２
時
か
ら

市
民
総
合
体
育
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
ま
で
に
女
子
の
部
・
花
岡
�

２２（
５
４
３
８
）
４
８
９
６
、
男
子
の

部
・
谷
田
部
�
（
３
４
８
９
）
１
８

５
５
（
午
後
７
時
以
降
）
へ
。

〔
日
程
〕　

月
２
日
〜　

月　

日（
全

１０

１２

１１

　

回
・
毎
回
土
曜
日
）
午
前　

時
〜

１０

１０

　

時　

分
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在

１１

４５

勤
の　

歳
以
上
の
男
女
〔
定
員
〕
先

２０

着　

人
〔
講
師
〕
塩
谷
勝
彦
さ
ん

３０
（
学
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）〔
会
場
〕

市
民
総
合
体
育
館
〔
持
ち
物
〕
筆
記

用
具
・
上
履
き

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
体
育
課
�

１６（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

■
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
予
約

■
少
年
少
女
体
験
教
室　
「
日
活
撮

影
所
に
行
っ

て
み
よ
う
」

〔
日
時
〕　
１０

月　

日
�
午

１６
前　

時
〜
午
後
２
時
〔
集
合
場
所
〕

１０
西
河
原
公
民
館
〔
対
象
〕
小
・
中
学

生
〔
定
員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕
お
弁

２０

当
・
水
筒

■
外
国
の
方
々
の
た
め
の
「
日
本
語

教
室
」　
〔
日
時
〕
毎
週
土
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時　

分
〔
対
象
〕
外
国
か

２０

ら
狛
江
に
来
て
い
る
方
〔
内
容
〕
中

学
生
学
習
コ
ー
ス
・
識
字
コ
ー
ス
・

一
般
コ
ー
ス
・
特
別
コ
ー
ス
等
※
指

導
ス
タ
ッ
フ
（
日
本
語
指
導
。
資
格

等
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）、運
営
ス

タ
ッ
フ
（
全
体
の
運
営
や
生
活
相
談

等
）、幼
児
担
当
ス
タ
ッ
フ
（
幼
児
室

で
の
外
国
の
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話

の
で
き
る
方
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
国
際

交
流
に
理
解
の
あ
る
方

■
西
河
原
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座　

「
本
当
の
豊
か
さ
と
は
」〔
日
時
〕
９

月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午〔
定
員
〕

２９

１０

　

人
〔
講
師
〕
本
橋
成
一
さ
ん
（
映

４５画
監
督
）

■
こ
ま
え
市
民
大
学　
「
ア
ジ
ア
か

ら
見
た
日
本
、
日
本
人
」〔
日
程
お
よ

び
内
容
〕
別
表
〔
時
間
〕
午
後
２
時

〜
４
時
〔
定
員
〕
各
回　

人
〔
受
講

５０

料
〕
各
回
２
０
０
円

■
い
き
い
き
広
場　
「
和
菓
子
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」〔
日
時
〕　

月　

日

１０

１６

�
午
後
１
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
市
内

在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生
〔
参
加

費
〕
５
０
０
円
〔
講
師
〕
山
岸
秀
宣

さ
ん
（
菓
匠
志
む
ら
店
主
）〔
申
し
込

み
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
か
ら

１６

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）９月１５日
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ス
ポ
ー
ツ�

■人体改造シリーズ日程

内　 容日　時

活性酸素から身を守るには
～私たちの細胞は酸素により毎日腐ってきている～１０月２日�

サプリメント（健康補助食品）の有効な使い方
～サプリメントは組み合わせて摂取しよう～１０月９日�

腸内細菌とがんとの関係
～腸内の腐敗はあらゆるがん発症の原因になる～１０月２３日�

動脈硬化にならないための食事療法
～牛肉や豚肉の過剰摂取に注意しよう～１０月３０日�

ビタミンを効果的に摂取するには
～ビタミン、ミネラルの単独摂取はあまり意味がない～１１月６日�

肝臓がんについて
～特にＣ型肝炎の知識をはっきり持とう～１１月１３日�

乳がんや前立腺がんと食事との関係
～ビフィズス菌を上手に使用しよう～１１月２０日�

自律神経失調症について
～ストレスが多くの病の原因になる～１１月２７日�

やさしい免疫学
～関節リュウマチやバセドウ氏病はなぜ女性に多いのか～１２月４日�

なぜ女性は男性より長生きできるのか
～女性は男性より抗酸化剤に助けられている～１２月１１日�

■
人
体
改
造
シ
リ
ー
ズ
〜
長
生
き
す

る
た
め
の
秘
訣
を
学
び
ま
せ
ん
か
〜

■
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

■
市
民
秋
季
空
手
道
競
技
大
会

■
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
大

会

■
市
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
６

人
制
男
女
の
部

■
市
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
９

人
制
男
女
の
部
・
小
学
生
の
部

公
民
館�

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■こまえ市民大学日程

講　師内　容日　程回

王　秀英さん（韓国）詩人・元婦人雑誌特派
員の見てきた日本１０月１６日�１

斉藤スワニーさん
（タイ）

タイ国語教師から見た
日本とタイの言語文化１０月３０日�２

スレンダラ・バハデュ
ル・タムカラルさん

（ネパール）

来日６年。留学生、研究
員として見た日本１１月６日�３

孔　健さん（中国）ジャーナリスト。孔子の直
系子孫の見た日本１１月１３日�４

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

　

狛
江
市
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
近
隣
の
方
々
の
ご

理
解
と
協
力
を
得
て
、
平
成
６
年
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

こ
の
建
物
は
環
境
に
配
慮
し
、
騒
音
・
悪
臭
等
を
で
き
る
だ
け
防

ぎ
、
雨
水
等
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
か
ら
出
た
ビ
ン
・
缶
は
こ
の
施
設
に
集
め
ら
れ
、
ビ
ン
は
手

選
別
、
缶
は
自
動
プ
レ
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
と
な
る
も
の
は
、

生
ビ
ン
１
１
４
ｔ
、
カ
レ
ッ
ト
６
６
９
ｔ
、
ア
ル
ミ
缶
１
２
５
ｔ
、

ス
チ
ー
ル
缶
１
９
２
ｔ
で
す
。

　

稼
働
日
は
、
第
５
週
目
を
除
く
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時　

分
ま
で
で
す
。
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
事
前

３０

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

��������	�
��

ガ
ラ
ス
ビ
ン
の
原
材
料

ア
ル
ミ
の
原
材
料

鉄
の
原
材
料

プレスされた缶

５色に分別

リタ－ナブルビン

（生ビン）

洗浄して再利用

ワンウェイビン

（カレット）

磁
選
機
で
分
別

アルミ缶

約６４０個の缶を１

ブロック１０�の

固まりにプレス

スチール缶

約４００個の缶を１

ブロック１７�の

固まりにプレス

��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

　

土
屋
塚
古
墳
第
二
次
発
掘
調
査
の
公
開
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時

１６

１０

〔
場
所
〕
土
屋
塚
古
墳
（
岩
戸
南
一
丁
目
４
番
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
前
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課



広報こまえ　平成１６年（２００４年）９月１５日　�

■
秋
の
文
学
散
歩　
〔
日
時
〕　

月　
１０

２８

日
�
午
前
８
時　

分
市
役
所
集
合

３０

〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
３
０
０

４０

円
（
入
館
料
等
。
当
日
徴
収
。　

歳
６５

以
上
の
方
は
無
料
）〔
行
き
先
〕
神
奈

川
県
立
歴
史
博
物
館
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
説
明
付
き
）〔
申
し
込
み
〕
９
月

　

日
�
午
前
９
時　

分
か
ら
中
央
公

２９

３０

民
館
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

抽
選
前
の
電
話
申
し
込
み
不
可
。

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕９

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１７

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

き
ょ
う
は
み
ん
な
で
ク
マ
が
り
だ

〔
お
は
な
し
〕
二
人
の
あ
さ
ご
は
ん

〔
折
り
紙
〕
テ
ー
ブ
ル
、
い
す

図
書
館�

�

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０
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■
図
工
ク
ラ
ブ
�
期
（
９
月　

日
２５

〜　

月　

日
）　
〔
活
動
日
〕
隔
週

１２

１１

土
曜
日
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

〔
対
象
〕小
学
校
２
〜
６
年
生〔
定

員
〕　

人
〔
申
し
込
み
〕　

日
�

２０

１５

〜　

日
�
※
多
数
抽
選

２１
■
映
画
会　
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ

ん
」〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２
時
か

２９

ら
〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

か
ら

■
中
高
生
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
「
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ

　

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」　
〔
活
動
日
〕
毎
月
第

１
土
曜
日
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対

象
〕
中
学
・
高
校
生
〔
内
容
〕
ス

ポ
ー
ツ
活
動
・
ご
飯
作
り
・
交
流

活
動
な
ど
※
随
時
受
付
中
。
実
費

負
担
あ
り
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
「
モ
ン
キ
ー

レ
ス
リ
ン
グ
」〔
日
時
〕
９
月　

日
２２

�
午
後
４
時
か
ら
〔
対
象
〕
小
学

生
〔
内
容
〕
児
童
館
で
生
ま
れ
た

柔
道
と
レ
ス
リ
ン
グ
を
合
わ
せ
た

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。　

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕９
月　

日
２１

�
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天

４０

１１

翌
日
）〔
持
ち
物
〕
着
替
え
・
タ
オ

ル
等
※

親
子
と

も
汚
れ

て
よ
い

服
装
で
。

■
運
動
会　
〔
日
時
〕　

月
２
日
�

１０

午
前
８
時　

分
〜
正
午
（
雨
天
順

４０

延
）

◎
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
多
摩
川
保
育
園

　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

�����

���������	


���������	


���������	
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�������

����������	�
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二
輪
車
運
転
時
に
は
、
ス
ピ
ー
ド

の
制
限
、
無
理
な
追
い
越
し
を
し
な

い
、
前
方
を
注
視
す
る
な
ど
、
家
族

が
一
声
か
け
て
注
意
を
喚
起
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る
時
は
、

無
灯
火
・
並
列
走
行
、
携
帯
電
話
で

話
し
な
が
ら
等
の
迷
惑
、
危
険
な
乗

り
方
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
習
慣

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
運
動
・
運
転
能
力
等
の

理
解
に
基
づ
く
安
全
行
動
の
徹
底
を

シ
ー
ト
の
着
用
の
必
要
性
と
着
用
効

果
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
促
進

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
運
転
席
お
よ
び

助
手
席
に
お
け
る
着
用
の
促
進

▽
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
使
用
と
座
席
へ
の
正
し
い
取
り

付
け
の
徹
底

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
安
全
性
能

に
関
す
る
情
報
提
供
の
促
進

図
り
ま
す
。

▽
高
齢
者
自
身
に
よ
る
運
動
・
運
転

能
力
等
の
的
確
な
認
識
に
基
づ
く
安

全
行
動
の
実
践

▽
高
齢
歩
行
者
・
電
動
車
い
す
利
用

者
、
高
齢
自
転
車
利
用
者
、
高
齢
運

転
者
に
配
慮
し
た
安
全
運
転
の
徹
底

▽
高
齢
歩
行
者
・
電
動
車
い
す
利
用

者
に
対
す
る
交
差
点
等
に
お
け
る
保

護
・
誘
導
活
動
の
推
進

▽
参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
交
通
安

全
教
育
等
の
推
進
に
よ
る
交
通
ル
ー

ル
の
理
解
向
上

▽
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
、
シ
ル

バ
ー
ゾ
ー
ン
等
を
中
心
と
す
る
高
齢

者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め

の
交
通
安
全
総
点
検
の
促
進

　

日
没
時
間
の
急
激
な
早
ま
り
と
、

夜
間
時
間
帯
の
長
時
間
化
と
と
も
に

多
発
す
る
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
飲
酒
運
転

等
、
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放
を

図
り
ま
す
。

▽
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
反
射

材
用
品
等
の
活
用
の
促
進

▽
自
転
車
の
歩
道
通
行
時
の
安
全
走

行
や
前
照
灯
の
点
灯
な
ど
安
全
利
用

の
促
進

▽
自
動
車
の
前
照
灯
の
早
期
点
灯
の

促
進

▽
飲
酒
・
暴
走
運
転
、
運
転
中
の
携

帯
電
話
等
使
用
な
ど
の
危
険
性
の
理

解
を
重
点
と
す
る
運
転
者
教
育
の
推

進▽
地
域
、
職
場
、
家
庭
等
に
お
け
る

飲
酒
運
転
等
、
悪
質
・
危
険
な
運
転

を
さ
せ
な
い
た
め
の
環
境
づ
く
り
の

促
進

▽
交
通
安
全
総
点
検
等
に
よ
る
夜
間

危
険
箇
所
の
抽
出
な
ど
、
道
路
環
境

整
備
の
促
進

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
は
依
然

と
し
て
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
後
部
座
席
を
含
め
て
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
必
要
性
お
よ
び
効

果
を
訴
え
、
そ
の
指
導
・
啓
発
を
徹

底
し
ま
す
。

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

�
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

�
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

�
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
対
策
の
推
進

�
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
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